
地域で活躍する介護福祉士の役割の明確化と能力開発
福祉・介護の人材育成における家政学の役割と課題

おく だ みや こ

　　　　　地域福祉における介護福祉士の役割、介護福祉人材育成、
生活支援の家政学、介護離職を防ぐ生活経営支援

　直近の研究テーマは、地域における介護福祉士の役割の明確化です。
　要介護者への直接的支援だけでなく、地域共生社会の実現に向けて地域の相談支援や地域課題解
決への参画、住民の相互支援の調整などの役割を担う介護福祉士の活動に注目します。介護福祉士会、
社会福祉協議会、事業所へのヒアリングや地域福祉実践場面で活躍する介護福祉士へのインタビュー
を通して、地域福祉実践に従事する介護福祉士の所在と職務・活動内容を把握するとともに、期待
される役割、必要な能力開発に向けての示唆を得たいと考えています。
　また、継続的な研究テーマとして、福祉・介護の人材育成に必要な教育・研修について、家政学・
生活科学の視点から研究に取り組んできました。家政学各領域（生活経営・衣・食・住）の研究者
による共同研究に基づき、福祉・介護を学ぶ大学・専門学校の学生に向けたテキストを 2003 年か
ら継続的に刊行しており、学生の生活自立と専門職としての生活支援に有用な知識・技術の修得に
向けて、内容を見直しながら版を重ねています。

2024年9月に『生活支援の基礎を学ぶ―介護・福祉・看護実践のための家政学―』
を上梓しました。
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